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『枕草子』の複合動詞語彙
―用語選択の意識から見た―

岡　野　幸　夫

Yukio OKANO：

The Combined Verbs of ‘Makura no Soshi’
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平
安
時
代
十
一
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
仮
名
随
筆
作
品
で
あ
る
『
枕
草
子
』
に
見
ら
れ
る
複
合
動
詞
語
彙
に
つ
い
て
、
数
量
的
観
点
か
ら
概
観
し
た
結
果
、『
枕
草
子
』
は
日
記
文
学
と
し

て
の
性
格
も
色
濃
く
持
つ
が
、
と
く
に
他
の
日
記
文
学
作
品
と
の
語
彙
の
共
通
度
が
高
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
女
性
作
者
に
よ
る
平
安
和
文
作
品
の
複
合
動
詞
語
彙
は
均
質
性
が
高

く
、
文
学
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
違
い
を
分
析
す
る
に
は
、
さ
ら
に
精
密
な
分
析
の
観
点
や
手
法
を
必
要
と
す
る
、
と
い
う
見
通
し
を
得
た
。
ま
た
、「
作
者
に
よ
る
用
語
選
択
の
意
識
」
と
い
う

観
点
か
ら
分
析
し
た
結
果
、
卑
近
な
日
常
語
を
避
け
る
、
明
快
な
表
現
を
目
指
す
、
と
い
う
理
由
で
物
語
作
品
で
は
用
い
ら
れ
な
い
複
合
動
詞
が
『
枕
草
子
』
に
は
用
い
ら
れ
て
い
る
、
と
い

う
仮
説
を
得
た
。

　
　
　

キ
ー
ワ
ー
ド
：
複
合
動
詞　

枕
草
子　

用
語
選
択
の
意
識

一
、
は
じ
め
に

　

複
合
動
詞
は
、
動
詞
の
連
用
形
に
別
の
動
詞
が
下
接
し
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
、
単
独
の
動

詞
で
は
表
現
で
き
な
い
複
雑
微
妙
な
動
作
を
表
す
形
式
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
動
詞
を
組
み
合

わ
せ
、
ど
の
よ
う
な
動
作
を
表
す
か
、
作
品
や
時
代
に
よ
っ
て
変
化
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
の
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
、日
本
語
の
歴
史
的
変
化
の
研
究
対
象
と
し
て
重
視
さ
れ
る
。

ま
た
近
年
は
、
外
国
語
と
の
比
較
対
照
を
通
し
て
言
語
学
的
に
も
注
目
さ
れ
、
多
く
の
成
果
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る（
注
一
）。

　
『
枕
草
子
』
は
文
学
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は
「
随
筆
」
と
さ
れ
る
が
、
同
作
品
が
成
立
し
た

十
一
世
紀
初
頭
は
も
ち
ろ
ん
、
鎌
倉
時
代
に
『
方
丈
記
』『
徒
然
草
』
な
ど
の
作
品
が
成
立
す

る
ま
で
、
仮
名
で
書
か
れ
た
随
筆
作
品
は
他
に
類
を
見
な
い
。
そ
の
よ
う
な
『
枕
草
子
』
と
い

う
作
品
に
用
い
ら
れ
る
複
合
動
詞
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
同
時
代
の
他
の
作
品
と
比

較
し
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
複
合

動
詞
語
彙
の
史
的
研
究
、
お
よ
び
和
文
体
の
史
的
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
期
す
。

　

以
上
の
問
題
意
識
の
も
と
、
本
稿
で
は
『
枕
草
子
』
の
複
合
動
詞
語
彙
を
分
析
し
、
そ
の
特

徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
、「
作
者
に
よ
る
用
語
選
択
の
意
識
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
注
目

す
べ
き
複
合
動
詞
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

　
『
枕
草
子
』
の
伝
本
は
、
雑
纂
形
態
の
「
能
因
本
」「
三
巻
本
」
と
類
纂
形
態
の
「
前
田
本
」

「
堺
本
」
の
四
系
統
に
大
別
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
作
者
の
原
著
の
形
態
に
最
も
近
い
と
評
価
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さ
れ
る
「
三
巻
本
」
系
統
の
伝
本
を
対
象
と
す
る
。

　

ま
た
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
蜻
蛉
日
記
』『
和
泉
式
部
日
記
』『
紫
式
部
日

記
』『
源
氏
物
語
』
を
比
較
の
対
象
と
す
る
。
作
者
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
同

時
代
の
作
品
、
と
い
う
こ
と
で
選
定
し
た（
注
二
）。

二
、『
枕
草
子
』
の
複
合
動
詞
語
彙
の
量
的
分
析

二
・
一
　
度
数
分
布

　

右
の
五
作
品
に
つ
い
て
、
索
引
を
用
い
て
複
合
動
詞
を
抜
き
出
し
、
語
彙
表
を
作
成
し

た（
注
三
）。
そ
の
際
、
以
下
の
語
は
語
構
成
か
ら
見
れ
ば
複
合
動
詞
で
あ
る
が
、
す
で
に
一
語
化

し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
、
複
合
動
詞
と
し
て
は
カ
ウ
ン
ト
し
な
か
っ
た
。

　
　

�

う
け
た
ま
は
る
、
お
は
し
ま
す
、
お
ぼ
し
め
す
、
か
か
ぐ
（
掻
上
）、
き
こ
し
め
す
、
さ

さ
ぐ
（
差
上
）、
さ
し
る
（
差
入
・
下
二
）、
し
ろ
し
め
す
、
つ
か
う
ま
つ
る
、
と
う
づ
（
取

出
）、
ま
う
の
ぼ
る
、
ま
か
づ
（
罷
出
）、
も
た
ぐ
（
持
上
）

　
　
「
か
い
―
」「
つ
い
―
」
な
ど
、
前
項
が
音
便
形
に
な
っ
て
い
る
も
の

右
を
除
き
、
得
ら
れ
た
複
合
動
詞
は
五
作
品
全
体
で
四
五
二
二
語
（
異
な
り
）
で
あ
っ
た
。〈
表

１
〉
に
、
作
品
ご
と
の
度
数
分
布
を
示
す
。
参
考
と
し
て
、
各
作
品
の
規
模
を
示
す
た
め
、
作

品
全
体
の
語
数
（
延
べ
、
異
な
り
）
と
、
動
詞
の
語
数
（
異
な
り
）
も
併
せ
て
示
す
。

　

ま
ず
、
作
品
の
言
語
量
（
延
べ
語
数
）
は
、
大
き
い
順
に

　
　

源
氏
物
語　

枕
草
子　

蜻
蛉
日
記　

紫
式
部
日
記　

和
泉
式
部
日
記

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。『
枕
草
子
』
は
五
作
品
中
第
二
位
で
は
あ
る
が
、
延
べ
語
数
で
は
『
源

氏
物
語
』
の
六
分
の
一
以
下
、
異
な
り
語
数
で
も
半
分
以
下
の
大
き
さ
で
し
か
な
い
。『
源
氏

物
語
』
の
突
出
し
た
巨
大
さ
が
よ
く
分
か
る
。

　

そ
し
て
、
複
合
動
詞
語
彙
の
大
き
さ
（「
合
計
」
欄
）
は
、
作
品
の
言
語
量
に
比
例
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
複
合
動
詞
語
彙
が
動
詞
語
彙
に
占
め
る
割
合
も
、
作
品
の
言
語
量

に
比
例
す
る
。

　

次
に
、
度
数
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
各
作
品
で
一
回
だ
け
用
い
ら
れ
る
複
合
動
詞
の
割
合
は
、

『
枕
草
子
』
で
693
語
（
69
・
6
％
）
で
、『
蜻
蛉
日
記
』（
69
・
4
％
）
と
ほ
ぼ
等
し
い
。
こ
れ

は
作
品
の
言
語
量
に
反
比
例
し
、
言
語
量
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
割
合
が
下
が
る
。
最
も
大
き
な

『
源
氏
物
語
』
で
は
53
・
3
％
、
最
も
小
さ
い
『
和
泉
式
部
日
記
』
は
79
・
0
％
で
あ
る
。
逆

に
、
各
作
品
で
十
回
以
上
用
い
ら
れ
る
複
合
動
詞
の
割
合
は
、『
源
氏
物
語
』
が
最
も
高
く

9
・
2
％
、『
枕
草
子
』
は
1
・
8
％
で
あ
る
。
ま
た
、
若
干
の
出
入
り
は
あ
る
も
の
の
、
度

数
が
増
え
る
に
つ
れ
て
各
度
数
に
属
す
る
複
合
動
詞
の
数
は
減
っ
て
い
く
。

　

度
数
分
布
か
ら
分
か
る
の
は
、
作
品
の
言
語
量
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
語
彙
の
幅
が
広
が
り

（「
異
語
数
」
欄
が
増
え
）、
頻
出
す
る
複
合
動
詞
の
種
類
が
増
え
る
（
度
数
「
十
回
以
上
」
の

　　　　  表１．度数分布表  単位：語
蜻蛉 和泉 紫 源氏 枕

1回 498 132 306 1,927 693
2 回 109 21 57 574 156
3 回 42 8 17 228 52
4 回 24 0 6 188 31
5 回 12 2 3 123 22
6 回 11 2 2 92 12
7 回 7 2 2 62 2
8 回 2 0 1 47 4
9 回 3 0 0 40 5

10 回以上 10 0 0 334 18
合計 718 167 394 3,615 995

（作品全体の）
 異語数 3,599 1,704 2,468 11,416 5,246
うち動詞 1,375 436 837 5,091 1,818
 延語数 22,400 5,133 8,736 207,788 32,904
※�異語数、延語数、動詞は『日本古典対照分類語彙表』による
　�ただし「和泉式部日記」は『平安日記文学総合語彙索引』
付録の電子データにより岡野が集計
　�異語数、延語数は自立語のみを対象にカウントした数値
※５文献全体の複合動詞語彙（異なり）は 4,522 語
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語
数
が
増
え
る
）、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は

文
学
ジ
ャ
ン
ル
（
物
語
、
日
記
、
随
筆
）
に
よ
る
違

い
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

二
・
二
　
語
彙
の
重
な
り

　

こ
こ
で
は
、
作
品
ご
と
の
複
合
動
詞
語
彙
の
重
な
り

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
〈
表
２
〉
に
二
作
品
間
の
重
な
り
を
示
す
。「
％
」

欄
は
、
そ
の
作
品
の
合
計
に
対
す
る
百
分
率
で
あ
る
。

五
作
品
中
、
極
端
に
言
語
量
の
多
い
『
源
氏
物
語
』

に
呑
み
込
ま
れ
て
い
る
感
が
あ
る
が
、
作
品
の
言
語

量
が
多
い
ほ
ど
、
語
彙
の
重
な
り
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。『
枕
草
子
』
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
の
複
合
動

詞
語
彙
の
う
ち
、『
源
氏
物
語
』
と
共
通
す
る
の
は
517

語
（
52
・
0
％
）
で
あ
る
。
以
下
、
言
語
量
の
大
き

い
順
に
『
蜻
蛉
日
記
』
19
・
8
％
、『
紫
式
部
日
記
』

14
・
2
％
、『
和
泉
式
部
日
記
』6
・
6
％
で
あ
る
。『
枕

草
子
』の
文
章
は
、長
短
三
百
以
上
の
章
段
か
ら
成
り
、

そ
れ
ら
は
「
類
聚
的
章
段
」「
日
記
的
章
段
」「
随
想

的
章
段
」
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
、
日
記
文
学
と
し
て

の
性
格
も
色
濃
く
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
『
蜻

蛉
日
記
』
や
『
紫
式
部
日
記
』
と
い
っ
た
日
記
文
学

作
品
と
の
共
通
度
が
高
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　

次
に
、〈
表
３
〉
に
五
作
品
全
体
に
お
け
る
重
な
り

を
示
し
、〈
表
４
〉
に
作
品
ご
と
の
他
作
品
と
の
重
な

り
を
示
す
。〈
表
４
〉に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
す
る
と
、

例
え
ば
『
枕
草
子
』
で
は
、『
枕
草
子
』
を
含
む
五
作

品
す
べ
て
に
共
通
し
て
用
い
ら
れ
る
複
合
動
詞
は
23
語

あ
り
、『
枕
草
子
』
を
含
む
四
作
品
に
共
通
す
る
の
は

70
語
あ
り
…
と
い
う
よ
う
で
あ
る
。

　
〈
表
３
〉
は
、
明
ら
か
に
『
源
氏
物
語
』
の
影
響
を

受
け
て
い
る
。
他
の
作
品
に
比
し
て
突
出
し
て
言
語
量

の
多
い
『
源
氏
物
語
』
の
様
相
が
、
そ
の
ま
ま
全
体
の

様
相
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
。
五
作
品
す
べ
て
に
共
通

す
る
複
合
動
詞
が
23
語
し
か
な
い
の
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、こ
れ
は
言
語
量
の
小
さ
い『
和

泉
式
部
日
記
』
の
影
響
で
あ
る
。
母
集
団
の
元
と
な
る
作
品
数
を
増
や
す
ほ
ど
、
す
べ
て
に
共

通
す
る
も
の
が
減
少
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
ま
た
、
言
語
量
の
小
さ
い
作
品
が
含
ま
れ
る
と
、

そ
れ
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
す
べ
て
に
共
通
す
る
も
の
は
極
端
に
絞
り
込
ま
れ
る
こ
と
に

な
る
。
む
し
ろ
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
一
作
品
に
の
み
用
い
ら
れ
る
複
合
動
詞
の
数
と
、
そ

れ
が
全
体
に
占
め
る
割
合
で
あ
ろ
う
。『
枕
草
子
』
で
は
441
語
（
44
・
4
％
）
で
、
以
下
『
蜻

蛉
日
記
』
36
・
9
％
、『
紫
式
部
日
記
』
31
・
0
％
、『
和
泉
式
部
日
記
』
19
・
2
％
で
あ
る
。

最
も
割
合
が
高
い
の
は
『
源
氏
物
語
』
で
、
75
・
3
％
に
も
及
ぶ
。
前
述
の
度
数
分
布
の
検
討

で
、
作
品
の
言
語
量
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
異
な
り
語
数
が
増
え
る
、
と
述
べ
た
が
、
複
合
動
詞

に
つ
い
て
も
同
様
で
、
そ
の
作
品
独
自
の
複
合
動
詞
が
増
え
て
く
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

語
彙
の
重
な
り
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
も
作
品
の
言
語
量
が
重
要
な
要
素
と
し
て
あ

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、『
枕
草
子
』
は
と
く
に
日
記
文
学
作
品
と
共
通
度
が
高

い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　　　　  表２．重なり表（２作品間）  単位：語
蜻蛉 ％ 和泉 ％ 紫 ％ 源氏 ％ 枕 ％

蜻蛉 ― ―  69 41.3% 108 27.4%   420 11.6% 197 19.8%
和泉  69  9.6% ― ―  44 11.2%   128  3.5%  66  6.6%
紫 108 15.0%  44 26.3% ― ―   252  7.0% 141 14.2%
源氏 420 58.5% 128 76.6% 252 64.0% ― ― 517 52.0%
枕 197 27.4%  66 39.5% 141 35.8%   517 14.3% ― ―
合計 718 167 394 3,615 995

表３．重なり表（５作品）

語数 ％
５作品    23   0.5%
４作品    77   1.7%
３作品   205   4.5%
２作品   634  14.0%
１作品 3,583  79.2%
合　計 4,522 100.0%
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二
・
三
　
上
位
語
、
共
通
語

　
〈
表
５
〉
に
、
各
作
品
の
上
位
10
語
（
以
下
「
上
位
語
」
と
呼
ぶ
）
を

一
覧
し
、〈
表
６
〉に
、五
作
品
す
べ
て
に
共
通
し
て
用
い
ら
れ
る
23
語（
以

下
「
共
通
語
」
と
呼
ぶ
）
を
一
覧
し
た
。〈
表
５
〉
で
は
、
同
数
で
順
位

が
等
し
く
な
る
も
の
が
複
数
見
ら
れ
る
場
合
が
ま
ま
あ
り
、
必
ず
し
も

ぴ
っ
た
り
10
語
が
一
覧
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
網
掛
け
を
し
た
複

合
動
詞
は
、〈
表
６
〉
の
共
通
語
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
和

泉
式
部
日
記
』
と
『
源
氏
物
語
』
に
見
ら
れ
る
「
お
ぼ
し
い
づ
（
思
出
）」

は
、
共
通
語
に
含
ま
れ
る
「
お
も
ひ
い
づ
（
思
出
）」
に
準
じ
て
扱
う
。

　
〈
表
５
〉
を
見
る
と
、『
枕
草
子
』
と
『
蜻
蛉
日
記
』
と
は
、
上
位
語
に

占
め
る
共
通
語
の
割
合
が
低
い
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の

こ
と
か
ら
、
両
作
品
で
は
複
合
動
詞
語
彙
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、
独
自

の
も
の
が
使
わ
れ
る
可
能
性
が
高
い
、
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
両

作
品
に
つ
い
て
共
通
語
に
含
ま
れ
な
い
上
位
語
は
、
平
安
時
代
の
他
の
作

品
に
は
よ
く
用
い
ら
れ
る
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
、
た
ま
た
ま
共
通

語
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る（
注
四
）。
ま
た
、
共

通
語
に
含
ま
れ
な
い
上
位
語
に
は「
い
ひ
―
」「
み
―
」の
形
式
が
目
立
つ
。

こ
れ
は
共
通
語
に
こ
の
形
式
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
が
原
因
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
れ
は
『
和
泉
式
部
日
記
』
の
複
合
動
詞
語
彙
に
こ
の
形
式

の
も
の
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
の
が
理
由
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
作
品

の
言
語
量
の
問
題
が
浮
上
し
た
。
い
ま
仮
に
『
和
泉
式
部
日
記
』
を
外
し

て
四
作
品
か
ら
抽
出
す
る
と
、
共
通
語
は
23
語
か
ら
66
語
に
増
え
、
上
位

語
に
見
ら
れ
る
「
い
ひ
―
」「
み
―
」
の
形
式
の
ほ
と
ん
ど
が
共
通
語
に

含
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
和
泉
式
部
日
記
』
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

表４．重なり表（各作品）
蜻蛉 語数 ％ 和泉 語数 ％ 紫 語数 ％ 源氏 語数 ％ 枕 語数 ％

５作品 23 3.2% ５作品 23 13.8% ５作品 23 5.8% ５作品 23 0.6% ５作品 23 2.3%

４作品 68 9.5% ４作品 34 20.4% ４作品 59 15.0% ４作品 77 2.1% ４作品 70 7.0%

３作品 136 18.9% ３作品 34 20.4% ３作品 86 21.8% ３作品 202 5.6% ３作品 157 15.8%

２作品 226 31.5% ２作品 44 26.3% ２作品 104 26.4% ２作品 590 16.3% ２作品 304 30.6%

１作品 265 36.9% １作品 32 19.2% １作品 122 31.0% １作品 2,723 75.3% １作品 441 44.3%

合　計 718 100.0% 合　計 167 100.0% 合　計 394 100.0% 合　計 3,615 100.0% 合　計 995 100.0%

表５．各作品の上位 10 語 
蜻蛉 和泉 紫 源氏 枕

16 おもひやる（思遣・四） 8 さしいづ（差出・下二） 8 みしる（見知・四） 315 もてなす（持為・四） 23 いでく（出来・カ変）

15 いだしたつ（出立・下二） 7 おもひたつ（思立・四） 7 うちとく（打解・下二） 242 おもひいづ（思出・下二） 23 もてく（持来・カ変）

14 おもひいづ（思出・下二） 6 おもひいづ（思出・下二） 7 みわたす（見渡・四） 176 おぼしいづ（思出・下二） 20 さしいづ（差出・下二）

13 いでたつ（出立・四） 6 まゐりく（参来・カ変） 6 もてなす（持為・四） 150 うちとく（打解・下二） 18 みつく（見付・下二）

13 みやる（見遣・四） 5 おもひかく（思掛・下二） 6 いでゐる（出居・上一） 131 おもひしる（思知・四） 16 いひいづ（言出・下二）

12 みいだす（見出・四） 5 おもひみだる（思乱・下二） 5 まゐりつどふ（参集・四） 128 いでく（出来・カ変） 16 みいる（見入・下二）

11 いひやる（言遣・四） 3 おもひやる（思遣・四） 5 とりつぐ（取次・四） 118 おもひよる（思寄・四） 13 みしる（見知・四）

11 おもひたつ（思立・四） 3 いでく（出来・カ変） 5 まゐりすう（参据・下二） 111 おもひやる（思遣・四） 13 いひあはす（言合・下二）

10 まゐりく（参来・カ変） 3 あかしくらす（明暮・四） 4 おもひいづ（思出・下二）  98 みしる（見知・四） 12 みやる（見遣・四）

10 みきく（見聞・四） 3 うちふす（打臥・四） 4 おもひしる（思知・四）  95 おしはかる（推量・四） 12 おもひやる（思遣・四）

3 さしよす（差寄・下二） 4 いでく（出来・カ変） 12 ききつく（聞付・下二）

3 おぼしいづ（思出・下二） 4 さしいづ（差出・下二） 12 うちおく（打置・四）

3 おきゐる（起／置居・上一） 4 みやる（見遣・四）
※語の左の数値は用例数3 きます（来座・四） 4 もてまゐる（持参・四）

表６．五作品に共通する 23 語
いでく（出来・カ変） おしはかる（推量・四） おもひやる（思遣・四） とりいづ（取出・下二） もてまゐる（持参・四）

いでゐる（出居・上一） おもひいづ（思出・下二） かきつく（書付・下二） なりゆく（成行・四） よりく（寄来・カ変）

いりく（入来・カ変） おもひかく（思掛・下二） ききつく（聞付・下二） ひきいる（引入・下二） ゐざりいづ（膝行出・下二）

うちとく（打解・下二） おもひしる（思知・四） さしいづ（差出・下二） もてく（持来・カ変）

おしあく（押開・下二） おもひみだる（思乱・下二） さしよす（差寄・下二） もてなす（持為・四）
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逆
に
、上
位
語
に
共
通
語
が
多
く
含
ま
れ
る
作
品
は『
和
泉
式
部
日
記
』『
紫
式
部
日
記
』『
源

氏
物
語
』
で
あ
る
。
け
っ
き
ょ
く
、
言
語
量
が
大
き
い
『
源
氏
物
語
』
を
中
心
に
回
っ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、『
紫
式
部
日
記
』
の
作
者
紫
式
部
は
、
言
う
ま
で
も

な
く
『
源
氏
物
語
』
の
作
者
で
も
あ
り
、
両
作
品
が
似
た
傾
向
を
示
す
の
は
腑
に
落
ち
や
す
い
。

ま
た
、『
和
泉
式
部
日
記
』は（
注
一
）で
も
述
べ
た
よ
う
に
、物
語
と
し
て
の
性
格
も
併
せ
持
っ

て
お
り
、
そ
の
点
『
源
氏
物
語
』
に
近
い
傾
向
を
示
す
こ
と
は
、
文
体
と
し
て
お
お
む
ね
均
質

な
和
文
に
お
け
る
、
文
学
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
何
ら
か
の
違
い
が
背
景
に
存
す
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

以
上
、
度
数
分
布
、
語
彙
の
重
な
り
、
上
位
語
、
共
通
語
と
い
っ
た
量
的
観
点
か
ら
、『
枕

草
子
』
の
複
合
動
詞
語
彙
を
他
の
作
品
と
も
比
較
し
つ
つ
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
作
品
の
言

語
量
と
い
う
観
点
で
お
お
む
ね
説
明
が
つ
き
、
は
っ
き
り
し
た
特
徴
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
物
語
、
日
記
、
随
筆
と
い
っ
た
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
違
い
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

女
性
作
者
に
よ
る
平
安
和
文
作
品
の
複
合
動
詞
は
、
語
彙
と
し
て
見
た
場
合
、
か
な
り
均
質
性

が
高
く
、
文
学
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
違
い
を
分
析
す
る
に
は
、
さ
ら
に
精
密
な
分
析
の
観
点
や
手

法
を
必
要
と
す
る
、
と
い
う
見
通
し
が
得
ら
れ
た
。

三
、『
枕
草
子
』
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
複
合
動
詞

　

本
節
で
は
、
五
作
品
中
『
枕
草
子
』
に
の
み
用
い
ら
れ
る
複
合
動
詞
に
注
目
し
、「
作
者
に

よ
る
用
語
選
択
の
意
識
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
四
つ
の
語
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
前
節
の
量

的
観
点
か
ら
の
分
析
で
は
見
え
て
こ
な
か
っ
た
、『
枕
草
子
』
の
特
徴
の
一
端
を
摑
み
た
い
。

三
・
一
　『
枕
草
子
』
に
の
み
用
い
ら
れ
る
複
合
動
詞

　
〈
表
４
〉
の
『
枕
草
子
』
の
表
か
ら
、
対
象
と
な
る
複
合
動
詞
は
441
語
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
う
ち
、
二
例
以
上
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
48
語
あ
り
、
以
下
に
一
覧
す
る
。

（
５
例
）
１
語

つ
れ
た
つ
（
連
立
・
四
）

（
４
例
）
５
語

う
ち
い
だ
す
（
打
出
・
四
）、
う
ち
か
づ
く
（
打
被
・
四
）、
ふ
し
を
が
む
（
伏
拝
・
四
）、

わ
ら
ひ
の
の
し
る
（
笑
喧
・
四
）、
ゐ
い
る
（
居
入
・
四
）

（
３
例
）
９
語

う
ち
し
く
（
打
敷
・
四
）、
か
き
す
つ
（
掻
捨
・
下
二
）、
か
く
れ
ふ
す
（
隠
臥
・
四
）、

ご
ら
ん
じ
わ
た
す
（
御
覧
渡
・
四
）、
さ
し
い
だ
す
（
差
出
・
四
）、
ぬ
ぎ
た
る
（
脱
垂
・

下
二
）、
ひ
き
は
こ
ふ
（
引
・
下
二
）、
ふ
き
わ
た
す
（
葺
渡
・
四
）、
よ
び
か
へ
す
（
呼
返
・

四
）

（
２
例
）
33
語

あ
つ
ま
り
く
（
集
来
・
カ
変
）、
あ
ゆ
み
あ
り
く
（
歩
歩
・
四
）、
う
ち
う
た
ふ
（
打
歌
・

四
）、
う
ち
ず
す
（
打
誦
・
サ
変
）、
お
し
お
こ
す
（
押
起
・
四
）、
お
ち
ま
ど
ふ
（
落
惑
・

四
）、
こ
ひ
い
づ
（
乞
出
・
下
二
）、
そ
ひ
つ
く
（
添
付
・
四
）、
た
て
な
ら
ぶ
（
立
並
・

下
二
）、
た
ふ
れ
さ
わ
ぐ
（
倒
騒
・
四
）、
と
び
あ
り
く
（
飛
歩
・
四
）、
と
り
は
や
す
（
取

映
・
四
）、
に
げ
い
る
（
逃
入
・
四
）、
ね
た
が
り
い
ふ
（
嫉
言
・
四
）、
は
し
り
う
つ
（
走

打
・
四
）、
ひ
か
り
み
つ
（
光
満
・
上
二
）、
ひ
き
た
る
（
引
垂
・
下
二
）、
ひ
き
の
す
（
引

載
・
下
二
）、
ひ
き
は
る
（
引
張
・
四
）、
ふ
き
を
る
（
吹
折
・
四
）、
ふ
み
ち
ら
す
（
踏
散
・

四
）、
ふ
り
や
る
（
振
遣
・
四
）、
ほ
こ
ろ
び
た
ゆ
（
綻
絶
・
下
二
）、
ほ
め
そ
し
る
（
褒
謗
・

四
）、
み
た
つ
（
見
立
・
四
）、
み
だ
れ
か
か
る
（
乱
掛
・
四
）、
ゆ
る
ぎ
あ
り
く
（
揺
歩
・

四
）、
よ
ろ
こ
び
ま
う
す
（
喜
申
・
四
）、
わ
け
ま
ゐ
る
（
分
参
・
四
）、
わ
ら
ひ
き
よ
う

ず
（
笑
興
・
サ
変
）、
わ
ら
ひ
さ
わ
ぐ
（
笑
騒
・
四
）、
わ
ら
ひ
に
く
む
（
笑
憎
・
四
）、

を
ど
り
あ
り
く
（
踊
歩
・
四
）

　

本
稿
で
は
、
用
例
数
の
多
い
も
の
を
中
心
に
、「
作
者
に
よ
る
用
語
選
択
の
意
識
」
が
う
か
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が
わ
れ
る
語
例
（
傍
線
を
付
し
た
も
の
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

三
・
二
　「
つ
れ
た
つ
」
に
つ
い
て
　
―
日
常
語
の
可
能
性
―

　
「
つ
れ
た
つ
（
連
立
・
四
）」
は
、
東
辻
他
（
二
〇
〇
三
）
に
よ
る
と
、
本
稿
で
検
討
の
対
象

と
し
た
五
作
品
を
含
め
、
平
安
時
代
の
仮
名
文
学
作
品
に
は
『
枕
草
子
』
以
外
に
用
例
が
見
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
構
成
要
素
の
前
後
を
入
れ
替
え
た
「
た
ち
つ
る
」
も
、
平
安
時
代
の
仮
名
文

学
作
品
に
は
用
例
が
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い（
注
五
）。
意
味
は
お
お
む
ね
現
代
語
の
「
つ
れ
だ
つ
」

で
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
用
例
を
示
す
。

　

①�

い
み
じ
く
か
し
こ
ま
り
、
地
に
ゐ
し
、
家
の
こ
君
達
を
も
、
心
ば
か
り
こ
そ
用
意
し
か
し

こ
ま
り
た
れ
、
同
じ
や
う
に
つ
れ
た
ち
て
あ
り
く
。（
八
四
段
「
め
で
た
き
も
の
」
113
頁
）

　

②�

雑
色
の
蔵
人
に
な
り
た
る
、
め
で
た
し
。
去
年
の
霜
月
の
臨
時
の
祭
に
、
御
琴
持
た
り
し

は
、
人
と
も
見
え
ざ
り
し
に
、
君
達
と
つ
れ
た
ち
て
あ
り
く
は
、
い
づ
こ
な
る
人
ぞ
と
お

ぼ
ゆ
れ
。（
二
二
八
段
「
身
を
か
へ
て
」
270
頁
）

　

③�

（
五
節
ノ
舞
姫
ガ
紫
宸
殿
ニ
）の
ぼ
る
送
り
な
ど
に
、な
や
ま
し
と
言
ひ
て
行
か
ぬ
人
を
も
、

の
た
ま
は
せ
し
か
ば
、
あ
る
か
ぎ
り
つ
れ
た
ち
て
、
こ
と
に
も
似
ず
、
あ
ま
り
こ
そ
う
る

さ
げ
な
れ
。（
八
六
段
「
宮
の
五
節
い
だ
さ
せ
給
に
」
118
頁
）

　

④�

こ
と
に
き
ら

く
し
か
ら
ぬ
男
の
、
た
か
き
み
じ
か
き
、
あ
ま
た
つ
れ
た
ち
た
る
よ
り
も
、

…
（
一
八
九
段
「
心
に
く
き
も
の
」
243
頁
）

　

⑤�

（
祭
ノ
帰
リ
ノ
行
列
ヲ
）
い
つ
し
か
と
待
つ
に
、
御
社
の
か
た
よ
り
、
赤
衣
う
ち
着
た
る

者
ど
も
な
ど
の
、
つ
れ
た
ち
て
来
る
を
、
…
（
二
〇
五
段
「
見
物
は
」
251
頁
）

　

用
例
①
②
は
、
身
分
の
低
い
も
の
が
蔵
人
に
な
り
、
名
家
の
子
弟
と
い
っ
し
ょ
に
肩
を
並
べ

て
い
る
様
子
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
身
分
が
低
か
っ
た
こ
ろ
の
様
子
と
対
比
的
に

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
と
く
に
用
例
①
で
は
点
線
（「
同
じ
や
う
に
」）
で
示
し
た
よ
う
に
対
等
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　

用
例
③
は
、
中
宮
が
五
節
の
舞
姫
の
見
送
り
に
女
房
た
ち
全
員
を
行
か
せ
た
、
と
い
う
場
面

で
あ
る
。
点
線
部
「
あ
る
か
ぎ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
居
る
人
は
み
な
い
っ
し
ょ
に
行
っ
た
こ

と
が
分
か
り
、「
つ
れ
た
つ
」
人
数
の
多
少
は
問
題
に
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
用
例
④
で
「
あ

ま
た
」
と
あ
る
こ
と
も
そ
の
傍
証
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
用
例
を
併
せ
て
考
え
る
と
、「
つ
れ
た
つ
」
は
、「
身
分
に
差
の
な
い
複
数
の
人
間

が
、
一
か
た
ま
り
に
な
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
言
え
る
。
用
例
⑤
も
、
そ
う
し
た
理
解
で

問
題
は
な
い
。
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
「
つ
れ
だ
つ
」
の
項
に
は
「
い
っ
し
ょ

に
行
く
。
伴
っ
て
行
く
。
ま
た
、
い
っ
し
ょ
に
物
事
を
す
る
。」
と
あ
り
、『
枕
草
子
』
の
用
例

①
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
語
釈
に
「
行
く
」
や
「
物
事
を
す
る
」
の
よ
う
な
部
分
ま
で
意
味
と

し
て
含
ま
れ
て
い
る
が
、
用
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、「
つ
れ
た
ち
て
」
で
副
詞
的
に
機
能

し
て
い
る
と
思
わ
れ
、「
行
く
」「
物
事
を
す
る
」
の
部
分
は
余
分
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の

他
の
部
分
は
私
見
と
も
重
な
り
問
題
は
な
い
。

　
『
枕
草
子
』以
外
の
四
作
品
に
お
い
て
は
、こ
う
し
た
場
面
で
は「
う
ち
つ
る（
打
連
・
下
二
）」

や
「
ひ
き
つ
る
（
引
連
・
下
二
）」「
か
き
つ
る
（
掻
連
・
下
二
）」
が
用
い
ら
れ
る
。「
う
ち
つ

る
」
は
『
枕
草
子
』『
紫
式
部
日
記
』
に
１
例
ず
つ
、『
源
氏
物
語
』
に
８
例
見
ら
れ
る
。「
ひ

き
つ
る
」
は
『
蜻
蛉
日
記
』『
紫
式
部
日
記
』
に
１
例
ず
つ
、『
源
氏
物
語
』
に
14
例
見
ら
れ
る
。

「
か
き
つ
る
」
は
『
源
氏
物
語
』
に
２
例
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
単
独
の
「
つ
る
」
が
『
枕
草
子
』

に
１
例
、『
源
氏
物
語
』
に
４
例
見
ら
れ
る
。
以
下
、
用
例
を
掲
げ
、「
つ
れ
た
つ
」
と
の
相
違

を
検
討
す
る（
注
六
）。

【
う
ち
つ
る
】

　

⑥�

殿
上
人
、
四
位
、
五
位
こ
ち
た
く
う
ち
連
れ
、
御
と
も
に
さ
ぶ
ら
ひ
て
並
み
ゐ
た
り
。（
枕

草
子
、
二
五
九
段
「
関
白
殿
、
二
月
廿
一
日
に
」
305
頁
）

　

⑦�
（
頭
中
将
ハ
）
里
に
て
も
、
わ
が
方
の
し
つ
ら
ひ
ま
ば
ゆ
く
し
て
、
君
の
出
で
入
り
給
に

う
ち
連
れ
き
こ
え
給
つ
つ
、
夜
昼
、
学
問
を
も
遊
び
を
も
も
ろ
と
も
に
し
て
、
を
さ

く

立
ち
お
く
れ
ず
…
（
源
氏
物
語
、
帚
木
⑴
33
頁
）

　

⑧�

法
住
寺
の
座
主
は
馬
場
の
御
殿
、
へ
ん
ち
寺
の
僧
都
は
文
殿
な
ど
に
、
う
ち
つ
れ
た
る
浄
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衣
姿
に
て
、
ゆ
ゑ

く
し
き
唐
橋
ど
も
を
渡
り
つ
つ
、
木
の
間
を
分
け
て
か
へ
り
入
る
ほ

ど
も
、
…
（
紫
式
部
日
記
、
254
頁
）

　

用
例
⑥
は
、
関
白
藤
原
道
隆
が
一
切
経
供
養
を
催
し
た
際
の
記
述
で
、
道
隆
の
供
の
人
々
が

大
勢
伺
候
し
て
い
る
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

用
例
⑦
は
、
左
大
臣
の
嫡
男
頭
中
将
が
、
光
源
氏
に
対
抗
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
常
に
傍
を
離
れ
ず
い
っ
し
ょ
に
行
動
し
、
し
か
も
何
事
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
頭
中
将
の

優
秀
さ
を
述
べ
る
場
面
で
あ
る
。

　

用
例
⑧
は
、
日
記
冒
頭
近
く
、
藤
原
道
長
邸
で
出
産
を
控
え
る
一
条
天
皇
中
宮
彰
子
の
た
め

に
加
持
祈
祷
を
行
っ
て
い
る
記
述
の
一
部
で
あ
る
。「
う
ち
つ
れ
た
る
」
は
小
学
館
旧
全
集
の

口
語
訳
、
岩
波
新
大
系
の
脚
注
と
も
に
「
お
揃
い
の
」
と
あ
る
が
、
か
な
り
大
胆
な
意
訳
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
は
、
浄
衣
を
着
た
僧
侶
た
ち
が
複
数
人
、
い
っ
し
ょ
に
帰
っ
て
い
く
様
子
を
述
べ

た
も
の
と
捉
え
た
方
が
、「
う
ち
つ
る
」
の
語
の
理
解
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
。

【
ひ
き
つ
る
】

　

⑨�

あ
た
ら
し
き
宮
の
御
よ
ろ
こ
び
に
、
氏
の
上
達
部
ひ
き
つ
れ
て
、
拝
し
た
て
ま
つ
り
た
ま

ふ
。（
紫
式
部
日
記
、
279
頁
）

　

⑩�

（
右
近
将
監
ノ
歌
）
ひ
き
連
れ
て
葵
か
ざ
し
し
そ
の
か
み
を
思
へ
ば
つ
ら
し
賀
茂
の
瑞
垣

（
源
氏
物
語
、
須
磨
⑵
18
頁
）

　

用
例
⑨
は
、
藤
原
氏
の
上
達
部
た
ち
が
、
誕
生
し
た
ば
か
り
の
若
宮
を
親
王
と
す
る
宣
旨
に

対
す
る
お
礼
を
み
な
で
そ
ろ
っ
て
言
上
す
る
場
面
で
あ
る
。

　

用
例
⑩
は
、
光
源
氏
と
と
も
に
須
磨
に
下
る
右
近
将
監
が
、
昔
を
思
い
出
し
て
詠
ん
だ
嘆
き

の
和
歌
で
あ
る
。
賀
茂
の
祭
の
際
、
み
な
で
い
っ
し
ょ
に
葵
を
か
ざ
し
た
こ
と
を
う
た
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
和
歌
に
用
い
ら
れ
る
例
が
『
源
氏
物
語
』
の
他
動
詞
用
法
の
「
ひ
き
つ
る
」

に
も
１
例
見
ら
れ
る
。

【
か
き
つ
る
】

　

⑪�

（
柏
木
ハ
）
祭
の
日
な
ど
は
、
物
見
に
あ
ら
そ
ひ
ゆ
く
君
達
か
き
連
れ
来
て
、
言
ひ
そ
そ

の
か
せ
ど
、
な
や
ま
し
げ
に
も
て
な
し
て
、
な
が
め
臥
し
た
ま
へ
り
。（
源
氏
物
語
、
若

菜
下
⑶
368
頁
）

　

用
例
⑪
は
、
源
氏
の
妻
女
三
宮
と
密
通
し
た
柏
木
は
気
分
が
す
ぐ
れ
ず
、
友
人
た
ち
の
誘
い

を
断
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
。

【
つ
る
】

　

⑫�

（
鶏
ノ
雛
ガ
）
親
の
と
も
に
つ
れ
て
、
た
ち
て
走
る
も
み
な
う
つ
く
し
。（
枕
草
子
、

一
四
四
段
「
う
つ
く
し
き
物
」
195
頁
）

　

⑬�

月
高
く
さ
し
あ
が
り
、
よ
ろ
づ
の
事
澄
め
る
夜
の
や
や
更
く
る
ほ
ど
に
、
殿
上
人
四
五
人

ば
か
り
連
れ
て
ま
ゐ
れ
り
。（
源
氏
物
語
、
松
風
⑵
206
頁
）

　

⑭�

（
薫
ガ
）
夕
暮
れ
の
し
め
や
か
な
る
に
、
藤
侍
従
と
連
れ
て
あ
り
く
に
、
…
（
源
氏
物
語
、

竹
河
⑷
276
頁
）

　

用
例
⑫
は
、
鶏
の
親
と
雛
と
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
あ
た
り
を
走
り
ま
わ
る
の
が
か
わ
い

ら
し
い
、
と
言
っ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』
に
も
「
雁
」
が
主
語
と
な
る
例
が
１
例
あ
る
。

　

用
例
⑬
は
、
桂
に
て
宴
会
を
開
く
光
源
氏
の
元
に
、
冷
泉
帝
よ
り
勅
使
が
遣
わ
さ
れ
る
場
面

で
、
点
線
部
の
ご
と
く
、
人
数
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　

用
例
⑭
は
、
冷
泉
院
御
息
所
の
大
君
を
意
識
す
る
薫
が
、
藤
侍
従
と
冷
泉
院
を
散
策
す
る
場

面
で
あ
る
。
点
線
部
の
ご
と
く
、
二
人
で
連
れ
立
っ
て
い
る
。

　

以
上
、「
う
ち
つ
る
」「
ひ
き
つ
る
」「
か
き
つ
る
」「
つ
る
」
の
用
例
を
検
討
し
た
。
単
独
で

用
い
ら
れ
る
「
つ
る
」
は
、
主
語
が
人
間
以
外
に
な
る
用
例
が
見
ら
れ
る
点
で
、
そ
の
他
の
複

合
動
詞
と
は
異
な
る
面
が
あ
る
。
ま
た
、「
つ
る
」
は
単
独
で
用
い
ら
れ
る
よ
り
複
合
動
詞
と

し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ
た
が
、「
つ
れ
た
つ
」
と
の
意
味

の
違
い
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

作
品
単
位
で
見
る
と
、

　
　
　
『
枕
草
子
』
…
「
つ
れ
た
つ
」「
う
ち
つ
る
」「
つ
る
」
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『
紫
式
部
日
記
』
…
「
う
ち
つ
る
」「
ひ
き
つ
る
」

　
　
　
『
源
氏
物
語
』
…
「
う
ち
つ
る
」「
ひ
き
つ
る
」「
か
き
つ
る
」「
つ
る
」

の
よ
う
に
な
り
、
具
体
的
な
差
異
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
を
要
す
る
も
の
の
、
接
頭
語
に
よ
り

微
細
に
表
現
し
分
け
る
『
源
氏
物
語
』（
お
よ
び
作
者
を
同
じ
く
す
る
『
紫
式
部
日
記
』）
対
「
つ

れ
た
つ
」
と
い
う
他
の
作
品
に
は
見
え
な
い
複
合
動
詞
を
用
い
る
『
枕
草
子
』、
と
い
う
構
図

が
見
え
て
く
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
諸
語
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
し
て
「
つ
れ
た
つ
」
と
の
関
係

を
解
明
し
、『
枕
草
子
』
の
複
合
動
詞
語
彙
の
特
徴
の
解
明
に
結
び
付
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
「
つ
れ
た
つ
」
は
、
宮
島
他
（
二
〇
一
四
）
に
よ
る
と
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け

て
の
主
要
な
文
学
作
品
十
七
作
品
中
、『
枕
草
子
』
に
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と

を
次
項
以
下
の
語
例
の
分
析
と
併
せ
考
え
る
と
、「
つ
れ
た
つ
」
は
当
時
の
日
常
語
で
あ
っ
て
、

雅
び
な
文
学
語
彙
を
用
い
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
物
語
作
品
で
は
使
用

が
避
け
ら
れ
た（
注
七
）が
、『
枕
草
子
』
で
は
そ
う
し
た
語
を
抵
抗
な
く
用
い
た
、
と
考
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
『
枕
草
子
』
で
は
「
作
者
に
よ
る
用
語
選
択
の
意
識
」
が
弱
い

と
考
え
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
考
え
方
は
現
段
階
で
は
仮
説
に
過
ぎ
ず
、
今
後
の
検
証

を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。

三
・
三
　「
さ
し
い
だ
す
」「
う
ち
い
だ
す
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
―
「
―
い
づ
」
か
ら
「
―
い
だ
す
」
へ
―

　
『
枕
草
子
』
の
「
さ
し
い
だ
す
（
差
出
・
四
）」
は
、
３
例
す
べ
て
「
褥（
し
と
ね
）を
差
し
出
す
」

と
い
う
他
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　

①�

さ
て
、
そ
の
山
作
り
た
る
日
、
御
使
に
式
部
丞
忠
隆
ま
ゐ
り
た
れ
ば
、
褥
さ
し
出
し
て
物

な
ど
言
ふ
に
、
…
（
八
三
段
「
職
の
御
曹
司
に
お
は
し
ま
す
比
、
西
の
廂
に
」
105
頁
）

　

②�

し
ば
し
あ
り
て
、
式
部
丞
な
に
が
し
、
御
使
に
ま
ゐ
り
た
れ
ば
、
御
膳
や
ど
り
の
北
に
よ

り
た
る
間
に
、
褥
さ
し
出
し
て
す
ゑ
た
り
。（
一
〇
〇
段
「
淑
景
舎
、
春
宮
に
」
143
頁
）

　

③�

ま
だ
褥
も
と
り
入
れ
ぬ
程
に
、
春
宮
の
御
使
に
周
頼
の
少
将
ま
ゐ
り
た
り
。
御
文
と
り
入

れ
て
、
渡
殿
は
ほ
そ
き
縁
な
れ
ば
、
こ
な
た
の
縁
に
、
こ
と
褥
さ
し
出
し
た
り
。（
一
〇
〇

段
「
淑
景
舎
、
春
宮
に
」
143
頁
）

と
こ
ろ
が
、
他
の
作
品
で
は
こ
の
よ
う
な
場
合
「
さ
し
い
づ
」
を
用
い
る（
注
八
）。

　

④�

山
里
び
た
る
若
人
ど
も
は
、
さ
し
い
ら
へ
む
言
の
葉
も
お
ぼ
え
で
、
御
褥
さ
し
出
づ
る
さ

ま
も
た
ど

く
し
。（
源
氏
物
語
、
橋
姫
⑷
316
頁
）

　

⑤�

御
消
息
聞
こ
え
給
へ
れ
ば
、
御
褥
さ
し
出
で
て
、
む
か
し
の
心
知
れ
る
人
な
る
べ
し
、
出

で
来
て
、
御
返
り
聞
こ
ゆ
。（
源
氏
物
語
、
早
蕨
⑸
20
頁
）

「
褥
」
以
外
に
、
敷
物
と
し
て
「
円
座（
わ
ら
ふ
だ
）」
を
差
し
出
す
用
例
も
あ
る
。

　

⑥�

西
の
妻
戸
に
円
座
さ
し
出
で
て
入
れ
た
て
ま
つ
る
に
、
世
の
人
の
言
へ
ば
に
や
あ
ら
む
、

な
べ
て
の
御
さ
ま
に
は
あ
ら
ず
な
ま
め
か
し
。（
和
泉
式
部
日
記
、
６
頁
）

　

⑦�

い
と
き
よ
げ
に
し
な
や
か
な
る
童
の
、
え
な
ら
ず
装
束
き
た
る
ぞ
歩
み
来
た
る
。
わ
ら
ふ

だ
さ
し
出
で
た
れ
ば
、
簾
の
も
と
に
つ
い
ゐ
て
、「（
中
略
）」
と
言
へ
ば
、
尼
君
ぞ
い
ら

へ
な
ど
し
給
ふ
。（
源
氏
物
語
、
夢
浮
橋
⑸
401
頁
）

そ
し
て
当
の
『
枕
草
子
』
に
も
、「
褥
」「
円
座
」「
畳
」
を
差
し
出
す
用
例
が
あ
る
（
褥
３
例
、

円
座
１
例
、
畳
１
例
）。

　

⑧�

御
使
に
て
式
部
丞
信
経
ま
ゐ
り
た
り
。
例
の
ご
と
、
褥
さ
し
出
で
た
る
を
、
常
よ
り
も
遠

く
押
し
や
り
て
居
た
れ
ば
、
…
（
九
九
段
「
雨
の
う
ち
は
へ
降
る
こ
ろ
」
137
頁
）

　

⑨�

（
深
夜
に
訪
れ
た
男
に
対
し
）
円
座
ば
か
り
さ
し
出
で
た
れ
ど
、
か
た
つ
か
た
の
足
は
、

下
な
が
ら
あ
る
に
、
…
（
一
七
四
段
「
雪
の
い
と
た
か
う
は
あ
ら
で
」
220
頁
）

　

⑩�

左
中
将
、
ま
だ
伊
勢
守
と
き
こ
え
し
時
、
里
に
お
は
し
た
り
し
に
、
端
の
か
た
な
り
し
畳

を
さ
し
出
で
し
も
の
は
、
こ
の
草
子
乗
り
て
出
で
に
け
り
。（
跋
文
、
349
頁
）

　

こ
れ
以
外
に
も
、
挙
例
は
略
す
が
、
本
稿
で
対
象
と
し
た
五
作
品
に
は
「
手
紙
、
扇
、
袖
口
、

土
器（
か
は
ら
け
）、
紙
燭
、
盃
、
箱
の
蓋
、
木
丁
、
琴
、
車
」
と
い
っ
た
大
小
の
道
具
類
、「
手
、
顔
、

袖
口
」
と
い
っ
た
身
体
周
り
、
は
て
は
「
若
君
、
童
女
」
と
い
っ
た
人
間
ま
で
、
幅
広
い
も
の

が
「
さ
し
い
づ
」
の
対
象
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
枕
草
子
』
の
時
代
、
も
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の
を
差
し
出
す
場
合
に
は「
さ
し
い
づ
」が
用
い
ら
れ
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
現
代
語
で
は
「
さ
し
だ
す
」
と
い
う
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
が

ら
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
日
本
語
の
歴
史
上
、「
さ
し
い
づ
」
か
ら
「
さ
し
い
だ
す
」
へ

変
化
し
た
と
い
う
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。「
さ
し
い
だ
す
」
と
い
う
語
形
は
、
東
辻
他

（
二
〇
〇
三
）
に
よ
る
と
、『
落
窪
物
語
』『
宇
津
保
物
語
』『
後
撰
和
歌
集
』『
夜
の
寝
覚
』『
狭

衣
物
語
』『
大
鏡
』『
讃
岐
典
侍
日
記
』『
今
昔
物
語
集
』『
今
鏡
』『
古
本
説
話
集
』
に
用
例
が

見
ら
れ
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
用
例
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、「
―
い
づ
」

か
ら
「
―
い
だ
す
」
へ
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
関
（
一
九
七
七
）
な
ど
の
先
行
研
究
も
あ
る（
注
九
）。

現
段
階
で
は
『
枕
草
子
』
が
伝
統
的
な
「
さ
し
い
づ
」
で
な
く
、
よ
り
新
し
い
語
形
で
あ
る
「
さ

し
い
だ
す
」
を
用
い
て
い
る
事
実
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

　
「
う
ち
い
だ
す
（
打
出
・
四
）」
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
事
情
が
存
す
る
。『
枕
草
子
』
の
「
う

ち
い
だ
す
」は
、以
下
に
示
す
よ
う
に
、４
例
す
べ
て
が
特
定
の
場
面
で
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

⑪�

（
伊
周
ガ
）「
月
も
日
も
か
は
り
ゆ
け
ど
も
ひ
さ
に
ふ
る
、
み
む
ろ
の
山
の
」
と
い
ふ
こ
と

を
、
い
と
ゆ
る
ら
か
に
う
ち
い
だ
し
給
へ
る
、
い
と
を
か
し
う
覚
ゆ
る
に
ぞ
、
…
（
二
〇

段
「
清
涼
殿
の
う
し
と
ら
の
す
み
の
」
23
頁
）

　

⑫�

（
故
関
白
道
隆
ノ
法
事
後
）
果
て
て
、
酒
の
み
、
詩
誦
し
な
ど
す
る
に
、
頭
中
将
斉
信
の

君
の
、「
月
秋
と
期
し
て
身
い
づ
く
か
」
と
い
ふ
こ
と
を
、
う
ち
い
だ
し
給
へ
り
。（
一
二
八

段
「
故
殿
の
御
た
め
に
」
172
頁
）

　

⑬�

「
あ
け
は
て
ぬ
な
り
。
か
へ
り
な
む
」
と
て
、「
露
は
わ
か
れ
の
涙
な
る
べ
し
」
と
い
ふ
こ

と
を
、
頭
中
将
の
う
ち
い
だ
し
給
へ
れ
ば
、
源
中
将
も
も
ろ
と
も
に
い
と
を
か
し
く
ず
ん

じ
た
る
に
…
（
一
五
四
段
「
故
殿
の
御
服
の
こ
ろ
」
206
頁
）

　

⑭�

（
鶏
ノ
声
ニ
驚
イ
タ
帝
ノ
質
問
ニ
対
ス
ル
伊
周
ノ
台
詞
）
大
納
言
殿
の
「
声
、
明
王
の
ね

ぶ
り
を
お
ど
ろ
か
す
」
と
い
ふ
こ
と
を
、
高
う
う
ち
い
だ
し
給
へ
る
、
め
で
た
う
を
か
し

き
に
、
た
だ
人
の
ね
ぶ
た
か
り
つ
る
目
も
い
と
お
ほ
き
に
な
り
ぬ
。（
二
九
二
段
「
大
納

言
殿
ま
ゐ
り
給
て
」
332
頁
）

す
な
わ
ち
、「
和
歌
や
漢
詩
の
一
節
を
声
に
出
す
」と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

用
例
⑬
の
点
線
部
に
「
ず
ん
ず
（
誦
ず
）」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、「
う
ち
い
だ
す
」
は
声

に
出
す
ま
さ
に
そ
の
瞬
間
に
注
目
し
た
複
合
動
詞
で
あ
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
頭
中
将
藤
原

斉
信
の
第
一
声
を
受
け
て
、
源
中
将
源
宣
方
も
い
っ
し
ょ
に
吟
詠
し
た
、
と
理
解
で
き
る
の
で

あ
る
。
用
例
⑭
で
は
、
大
納
言
藤
原
伊
周
が
漢
詩
の
一
節
を
声
高
ら
か
に
発
声
し
た
こ
と
で
、

周
囲
の
眠
気
を
打
ち
払
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
発
声
の
瞬
間
に
注
目
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
他
の
用
例
も
、
同
様
に
理
解
し
て
不
都
合
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、『
枕
草
子
』
に
は
発
声
を
表
す
複
合
動
詞
と
し
て
「
う
ち
い
づ
」
も
５
例
用
い

ら
れ
て
い
る
。

　

⑮�

五
月
雨
の
短
き
夜
に
寝
覚
を
し
て
、
い
か
で
人
よ
り
先
に
聞
か
ん
と
待
た
れ
て
、
夜
ふ
か

く
う
ち
い
で
た
る
声
の
、
ら
う

く
じ
う
愛
敬
づ
き
た
る
、
い
み
じ
う
心
あ
く
が
れ
、
せ

ん
か
た
な
し
。（
三
八
段
「
鳥
は
」
43
頁
）

　

⑯�

か
た
は
ら
に
、
よ
ろ
し
き
を
と
こ
の
い
と
忍
び
や
か
に
、
額
な
ど
、
立
ち
居
の
ほ
ど
も
、

心
あ
ら
ん
と
聞
こ
え
た
る
が
、
い
た
う
思
ひ
入
り
た
る
け
し
き
に
て
、
い
も
ね
ず
行
ふ
こ

そ
、
い
と
あ
は
れ
な
れ
。（
中
略
）
う
ち
い
で
ま
ほ
し
き
に
、
…
（
一
一
五
段
「
正
月
に

寺
に
こ
も
り
た
る
は
」
157
頁
）

　

⑰�

後
夜
な
ど
果
て
て
、
す
こ
し
う
ち
休
み
た
る
寝
耳
に
、
そ
の
寺
の
仏
の
御
経
を
、
い
と
あ

ら

く
し
う
、た
ふ
と
く
う
ち
い
で
読
み
た
る
に
ぞ
、（
中
略
）ふ
と
う
ち
お
ど
ろ
か
れ
て
、

あ
は
れ
に
聞
こ
ゆ
。（
一
一
五
段
「
正
月
に
寺
に
こ
も
り
た
る
は
」
158
頁
）

　

⑱�

下
に
あ
り
な
が
ら
、「
上
に
」
な
ど
言
は
す
る
に
、
こ
れ
（
＝
「
未
だ
三
十
の
期
に
及
ば
ず
」

ト
イ
ウ
詩
句
）
を
う
ち
い
づ
れ
ば
、「
ま
こ
と
は
あ
り
」
な
ど
言
ふ
。（
一
五
四
段
「
故
殿

の
御
服
の
こ
ろ
」
209
頁
）

　

用
例
⑮
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
初
め
を
聞
く
場
面
、
用
例
⑯
は
寺
籠
り
で
隣
の
参
詣
人
に
声

を
か
け
た
い
が
…
と
い
う
場
面
、
用
例
⑰
は
寝
入
り
ば
な
に
経
を
読
み
始
め
る
場
面
、
用
例
⑱

は
秀
句
を
言
う
こ
と
で
居
留
守
を
使
わ
ず
相
手
を
す
る
、
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
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声
を
出
す
そ
の
瞬
間
に
注
目
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
特
に
用
例
⑮
⑰
に
顕
著
で
あ
る
。

　
『
枕
草
子
』
の
「
う
ち
い
だ
す
」
と
「
う
ち
い
づ
」
を
比
較
す
る
と
、
用
例
⑱
の
よ
う
な
例

が
あ
り
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を
残
す
も
の
の
、
詩
歌
の
一
節
を
声
に
出
す
」
場
合
に
は
「
う
ち
い

だ
す
」
を
用
い
、
そ
れ
以
外
に
発
声
す
る
場
合
に
は
「
う
ち
い
づ
」
を
用
い
る
、
と
い
う
使
い

分
け
が
存
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
に
は
「
詩
歌
の
一
節
を
声
に
出
す
」
場
合
、「
う
ち

い
だ
す
」
以
外
に
以
下
の
よ
う
な
語
も
用
い
ら
れ
て
い
る（
注
十
）。

　
　

ず
す　

７
例
、
う
た
ふ　

２
例
、

　
　

う
ち
い
ふ
、
う
ち
ず
す
、
く
ち
ず
さ
む　

各
１
例

　

以
上
が
『
枕
草
子
』
の
様
相
で
あ
る
が
、『
源
氏
物
語
』
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
様
相
を
呈
す
る
。

『
源
氏
物
語
』
に
は
51
例
の
「
う
ち
い
づ
」
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
に
は
「
詩
歌
の
一
節
を

声
に
出
す
」
例
は
見
ら
れ
な
い
。
用
法
を
大
ま
か
に
整
理
す
る
と
、

　
　

⑴
声
を
か
け
る
、
言
葉
に
す
る
（
22
例
）

　
　

⑵
秘
密
を
打
ち
明
け
る
（
11
例
）

　
　

⑶
恋
情
を
告
白
す
る
（
16
例
）

　
　

⑷
賽
子
を
振
る
（
１
例
）

　
　

⑸
拍
子
を
と
る
（
１
例
）

の
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
「
詩
歌
の
一
節
を
声
に
出
す
」
場
合
に
用

い
ら
れ
る
語
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る（
注
十
一
）。

　
　

う
ち
ず
す　

10
例
、
ず
す　

７
例
、
う
た
ふ　

３
例
、

　
　

ひ
と
り
ご
つ　

２
例
、

　
　

い
ひ
な
す
、
い
ふ
、
う
ち
く
ち
す
さ
ぶ
、
う
ち
の
た
ま
ふ
、
う
ち
の
ぶ
、

　
　

う
ち
ひ
と
り
ご
つ
、
く
ち
す
さ
ぶ
、
く
ち
ず
さ
む
、
く
ち
な
る
、
す
さ
び
ゐ
る
、
な
が
む
、

　
　
　

以
上
各
１
例

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、『
源
氏
物
語
』
の
「
う
ち
い
づ
」
は
、『
枕
草
子
』
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同

じ
様
相
を
呈
す
る（
注
十
二
）。
し
か
し
『
枕
草
子
』
の
「
う
ち
い
づ
」
に
は
、「
う
ち
い
だ
す
」
の

意
味
に
近
い
用
例
が
あ
る
（
用
例
⑱
）。
そ
し
て
「
う
ち
い
だ
す
」
は
『
枕
草
子
』
以
外
の
四

作
品
に
は
用
い
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、『
源
氏
物
語
』
で
は
「
詩
歌
の
一
節
を
声
に
出
す
」

意
味
で
は
右
に
挙
げ
た
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
語
を
用
い
（
そ
れ
ぞ
れ
、
特
別
な
発
声
の
意
味
合

い
が
あ
る
）、
そ
れ
以
外
の
発
話
の
場
合
に
は
「
う
ち
い
づ
」
を
用
い
る
、
と
い
う
明
確
な
使

い
分
け
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、『
枕
草
子
』
で
は
そ
の
区
別
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
、
伝
統
的
な
「
う
ち
い
づ
」
で
は
な
く
、
よ

り
新
し
い
語
形
で
あ
る
「
う
ち
い
だ
す
」
が
『
枕
草
子
』
で
は
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目

し
た
い
。

三
・
四
　「
ゐ
い
る
」
に
つ
い
て
　
―
構
成
要
素
の
順
序
―

　
「
ゐ
い
る
（
居
入
・
四
）」
は
『
枕
草
子
』
に
４
例
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
四
作
品
を
は

じ
め
、
東
辻
（
二
〇
〇
三
）
を
見
て
も
、
平
安
時
代
の
作
品
に
用
例
を
見
な
い
、
珍
し
い
語
形

で
あ
る
。

　

①�

あ
か
ら
さ
ま
に
来
た
る
子
ど
も
、
わ
ら
は
べ
を
、
見
入
れ
ら
う
た
が
り
て
、
を
か
し
き
物

と
ら
せ
な
ど
す
る
に
、
な
ら
ひ
て
、
常
に
来
つ
つ
ゐ
入
り
て
、
調
度
う
ち
ち
ら
し
ぬ
る
、

い
と
に
く
し
。（
二
五
段
「
に
く
き
物
」
35
頁
）

　

②�

お
の
づ
か
ら
来
な
ど
も
す
る
人
の
、
簾
の
内
に
人
々
あ
ま
た
あ
り
て
物
な
ど
言
ふ
に
、
ゐ

入
り
て
と
み
に
か
へ
り
げ
も
な
き
を
、
と
も
な
る
を
の
こ
、
わ
ら
は
な
ど
、
と
か
く
さ
し

の
ぞ
き
け
し
き
見
る
に
、
…
（
七
一
段
「
懸
想
人
に
て
来
た
る
は
」
81
頁
）

　

③�

物
見
に
い
そ
ぎ
出
で
て
、
い
ま

く
と
く
る
し
う
ゐ
入
り
て
、
あ
な
た
を
ま
も
ら
へ
た
る

心
地
。（
一
五
三
段
「
心
も
と
な
き
物
」
201
頁
）

　

④�
（
賀
茂
祭
ニ
車
ヲ
）
よ
き
所
に
立
て
ん
と
い
そ
が
せ
ば
、
と
く
出
で
て
待
つ
ほ
ど
、
ゐ
入

り
立
ち
上
が
り
な
ど
、
暑
く
苦
し
き
に
困
ず
る
ほ
ど
に
、
…
（
二
二
〇
段
「
よ
ろ
づ
の
こ

と
よ
り
も
」
260
頁
）

　

用
例
①
に
は
、
か
わ
い
が
っ
て
い
る
子
ど
も
が
つ
け
あ
が
っ
て
入
り
び
た
り
に
な
る
こ
と
へ
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の
嫌
悪
感
が
記
さ
れ
て
い
る
。
用
例
②
は
、
や
っ
て
き
た
人
が
座
り
込
ん
で
す
ぐ
に
は
帰
り
そ

う
に
な
い
、
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
用
例
③
は
、
物
見
に
出
か
け
た
際
、
車
の
中
で
苦
し
い
姿

勢
で
座
り
込
ん
で
待
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
用
例
④
は
、
祭
で
場
所
取
り
の
た
め

に
早
く
出
か
け
た
際
に
、
行
列
が
来
る
の
が
待
ち
遠
し
く
て
、
座
り
込
ん
だ
り
立
ち
上
が
っ
た

り
す
る
、
と
い
う
場
面
で
あ
る
。

　

前
項
「
ゐ
る
」
は
「
座
る
」
意
で
、
後
項
「
い
る
」
は
補
助
動
詞
と
し
て
「
す
っ
か
り
…
す

る
」
意
を
表
す
。『
枕
草
子
』
に
も
「
ね
い
る
（
寝
入
・
四
）」
な
ど
の
例
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、「
ゐ
い
る
」
は
全
体
と
し
て
は
「
座
り
込
む
」
と
い
う
意
味
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
語
構
成
と
し
て
は
合
理
的
に
理
解
で
き
る
が
、
平
安
時
代
の
作
品
に
用
例
を
見
な

い
の
で
あ
る
。そ
の
代
り
に
、よ
く
似
た
語
形
と
し
て
構
成
要
素
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
た「
い

り
ゐ
る
」
が
見
ら
れ
る
。『
枕
草
子
』
の
全
３
例
を
以
下
に
掲
げ
る
。

　

⑤�

（
巡
回
ノ
靫
負
佐
ガ
）
入
り
ゐ
て
空
だ
き
も
の
に
し
み
た
る
木
丁
に
う
ち
か
け
た
る
袴
な

ど
、
い
み
じ
う
た
づ
き
な
し
。（
四
二
段
「
に
げ
な
き
物
」
63
頁
）

　

⑥�

（
蟻
通
明
神
ノ
由
来
説
話
）
み
そ
か
に
、
家
の
う
ち
の
土
を
ほ
り
て
、
そ
の
内
に
屋
を
た

て
て
、
籠
め
据
ゑ
て
、
行
き
つ
つ
見
る
。
人
に
も
公
に
も
、
失
せ
隠
れ
に
た
る
よ
し
を
知

ら
せ
て
あ
り
。
な
ど
か
、
家
に
入
り
ゐ
た
ら
ん
人
を
ば
、
知
ら
で
も
お
は
せ
か
し
。
う
た

て
あ
る
世
に
こ
そ
。（
二
二
六
段
「
社
は
」
265
頁
）

　

⑦�

御
簾
よ
り
は
じ
め
て
、
昨
日
か
け
た
る
な
め
り
、
御
し
つ
ら
ひ
、
獅
子
、
狛
犬
な
ど
、
い

つ
の
ほ
ど
に
か
入
り
ゐ
け
ん
と
ぞ
を
か
し
き
。（
二
五
九
段
「
関
白
殿
、
二
月
廿
一
日
に
」

290
頁
）

　

用
例
⑤
は
、
せ
っ
か
く
風
流
に
薫
物
を
施
し
た
木
丁
に
巡
回
の
役
人
が
袴
を
か
け
た
り
し
て

…
と
、
そ
の
不
釣
り
合
い
を
嫌
が
っ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
用
例
⑥
は
、
一
種
の
姥
捨
て
伝
説

で
、
こ
の
伝
説
の
主
人
公
は
、
そ
れ
に
抵
抗
し
て
親
を
邸
内
に
匿
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
な

ど
か
」
以
降
は
、
そ
れ
に
対
す
る
作
者
の
コ
メ
ン
ト
で
、
い
や
な
世
の
中
で
あ
る
、
と
述
べ
て

い
る
。
用
例
⑦
は
、
関
白
道
隆
が
一
切
経
供
養
を
し
た
際
の
話
で
、
新
し
い
設
備
の
素
晴
ら
し

さ
を
述
べ
る
場
面
で
あ
る
。獅
子
や
狛
犬
は
置
物
で
あ
る
が
、生
き
物
で
あ
る
か
の
よ
う
に「
い

つ
の
間
に
入
っ
て
き
た
の
か
」
と
面
白
が
っ
て
い
る
。

　

用
例
⑤
⑦
は
「
ゐ
い
る
」
と
同
じ
く
「
座
り
込
む
」
意
味
に
と
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
用
例

⑥
は
そ
の
よ
う
に
は
理
解
で
き
な
い
。
挙
例
は
略
す
が
、
そ
の
他
の
作
品
の
用
例
も
併
せ
考
え

る
と
、
構
成
要
素
の
意
味
を
並
列
的
に
加
算
し
て
「
入
っ
て
、
そ
こ
に
居
る
・
座
る
」
と
い
う

意
味
が
基
本
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。用
例
⑤
⑦
は
そ
れ
で
矛
盾
な
く
理
解
で
き
、用
例
⑥
は「
ゐ

る
」
の
「
動
か
な
い
」
と
い
う
面
に
注
目
し
て
「
入
っ
た
ま
ま
じ
っ
と
し
て
い
る
、
閉
じ
こ
も
っ

て
い
る
」
の
よ
う
に
理
解
し
た
い
。

　

ま
た
、「
い
り
ゐ
る
」
は
、『
枕
草
子
』
以
外
で
は
『
落
窪
物
語
』『
宇
津
保
物
語
』『
源
氏
物

語
』『
夜
の
寝
覚
』『
浜
松
中
納
言
物
語
』『
栄
花
物
語
』『
堤
中
納
言
物
語
』『
今
昔
物
語
集
』『
と

り
か
へ
ば
や
物
語
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ほ
と
ん
ど
物
語
作
品
に
し
か
用
い
ら

れ
ず
、
と
く
に
日
記
作
品
に
は
全
く
用
い
ら
れ
な
い
（
東
辻
（
二
〇
〇
三
）
に
よ
る
）。
こ
れ
は
、

「
ゐ
い
る
」
と
「
い
り
ゐ
る
」
が
近
い
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
物
語
作
品
で
は
両
者

の
混
同
を
避
け
て
「
い
り
ゐ
る
」
だ
け
を
使
う
こ
と
に
し
た
こ
と
を
表
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
一
方
『
枕
草
子
』
で
は
用
語
選
択
の
意
識
が
弱
く
、「
ゐ
い
る
」
も
用
い
ら
れ
て
い
る
、

と
解
釈
す
る
。

　

以
上
、「
作
者
に
よ
る
用
語
選
択
の
意
識
」
と
い
う
考
え
方
で
説
明
が
つ
く
語
例
に
つ
い
て

考
察
し
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
今
後
さ
ら
に
検
証
を
要
す
る
。
つ
ま
り
「
つ
れ
た
つ
」
と
「
さ

し
い
だ
す
」「
う
ち
い
だ
す
」
と
「
ゐ
い
る
」
が
、
い
ず
れ
も
「
作
者
に
よ
る
用
語
選
択
の
意
識
」

と
い
う
一
つ
の
原
理
で
そ
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

四
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
平
安
時
代
十
一
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
『
枕
草
子
』
の
複
合
動
詞
に
つ
い
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て
、
語
彙
と
し
て
量
的
側
面
か
ら
概
観
し
、
ま
た
「
作
者
に
よ
る
用
語
選
択
の
意
識
」
と
い
う

観
点
か
ら
四
つ
の
複
合
動
詞
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

量
的
側
面
か
ら
の
分
析
で
は
、
平
安
時
代
十
一
世
紀
初
期
前
後
の
女
性
作
者
の
和
文
作
品
の

複
合
動
詞
は
、
語
彙
と
し
て
は
非
常
に
均
質
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
今
後
、
文

学
ジ
ャ
ン
ル
間
の
ミ
ク
ロ
な
差
を
検
出
す
る
に
は
、
別
の
観
点
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
個
々
の
複
合
動
詞
の
詳
細
な
分
析
、
あ
る
い
は
、
複
合
動
詞
の
構
成
要
素
間
の
意
味

関
係
に
着
目
し
た
分
析
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
構
成
要
素
間
の
意
味
関
係
の
枠
組
み
に
つ
い

て
、
筆
者
と
し
て
い
ま
だ
定
見
を
得
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

個
々
の
複
合
動
詞
の
分
析
で
は
、『
枕
草
子
』
の
複
合
動
詞
に
は
、『
源
氏
物
語
』
が
何
ら
か

の
理
由
で
自
ら
の
用
語
と
し
て
選
択
し
な
か
っ
た
複
合
動
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
今
後
、
そ
の
「
何
ら
か
の
理
由
」
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
り
、
表
現
の
明
快
さ
、
日

常
語
ゆ
え
の
卑
近
性
な
ど
、「
作
者
に
よ
る
用
語
選
択
の
意
識
」
の
観
点
か
ら
い
く
つ
か
の
可

能
性
を
考
え
て
い
る
が
、
具
体
的
な
検
証
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
し
た
が
、『
枕
草
子
』に
は
そ
の
言
語
量
に
比
し
て「
笑

ふ
」
を
構
成
要
素
に
持
つ
複
合
動
詞
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、『
源
氏
物
語
』
に
は
こ
の
形
式
が

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。「
笑
ふ
」
と
い
う
単
語
自
体
は
用
い
ら
れ
る
が
、
複
合
動
詞
と
し
て

は
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
枕
草
子
』
の
成
立
事
情
と
も
関
係
し

て
作
品
理
解
の
た
め
の
「
鍵
語
」
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
注
）

一
、
関
一
雄
著
『
国
語
複
合
動
詞
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
七
年

　
　

姫
野
昌
子
著
『
複
合
動
詞
の
構
造
と
意
味
用
法
』
ひ
つ
じ
書
房
、
一
九
九
九
年

　
　

影
山
太
郎
編
『
複
合
動
詞
研
究
の
最
先
端　

謎
の
解
明
に
向
け
て
』
ひ
つ
じ
書
房
、

二
〇
一
三
年
所
収
の
諸
論
文　

な
ど
。

二
、『
枕
草
子
』
を
含
め
、
本
稿
で
依
拠
す
る
本
文
と
索
引
に
つ
い
て
、
以
下
に
記
す
。
用
例

に
示
す
章
段
、
頁
な
ど
は
依
拠
す
る
本
文
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
が
、
通
読
の
便
宜
上
、
私
に

表
記
を
変
更
し
た
箇
所
が
あ
る
。

　
【
枕
草
子
】

　

渡
辺
実
校
注
『
枕
草
子
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
、
田
中
重

太
郎
著
『
校
本
枕
冊
子　

総
索
引
第
Ⅰ
部
』（
古
典
文
庫
）
一
九
六
九
年
、
同
『
総
索
引
第

Ⅱ
部
』（
古
典
文
庫
）
一
九
七
四
年

　

※�

『
校
本
枕
冊
子
』
は
、
能
因
本
系
統
の
伝
本
を
主
底
本
と
し
て
校
本
お
よ
び
索
引
を
作
成

し
て
い
る
が
、
三
巻
本
系
統
の
本
文
に
基
づ
く
語
彙
索
引
が
『
総
索
引
第
Ⅱ
部
』
に
収
録

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
用
い
る
。

　
【
蜻
蛉
日
記
】

　

長
谷
川
政
春
、
今
西
祐
一
郎
、
伊
藤
博
、
吉
岡
曠
校
注
『
土
佐
日
記　

蜻
蛉
日
記　

紫
式
部

日
記　

更
級
日
記
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年　

※
蜻
蛉
日
記

は
今
西
氏
が
担
当
。

　

佐
伯
梅
友
、
伊
牟
田
経
久
編
『
改
訂
新
版
か
げ
ろ
ふ
日
記
総
索
引
』
風
間
書
房
、
一
九
八
一
年

　
【
和
泉
式
部
日
記
】

　

東
節
夫
、
塚
原
鉄
雄
、
前
田
欣
吾
編
『
和
泉
式
部
日
記
総
索
引
』
武
蔵
野
書
院
、
一
九
五
九

年　

※
当
該
文
献
に
本
文
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

※�

『
和
泉
式
部
日
記
』
は
、
題
名
を
「
和
泉
式
部
物
語
」
と
す
る
伝
本
が
多
く
、
ま
た
、
文

章
の
面
か
ら
も
物
語
的
な
表
現
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
認
定
に
問
題
を
残

す
。
ま
た
、
別
人
の
作
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
通
説
に
従
っ
て
本
人
作
の
日
記

作
品
と
し
て
扱
う
。

　
【
紫
式
部
日
記
】

　

長
谷
川
政
春
、
今
西
祐
一
郎
、
伊
藤
博
、
吉
岡
曠
校
注
『
土
佐
日
記　

蜻
蛉
日
記　

紫
式
部

日
記　

更
級
日
記
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年　

※
紫
式
部
日

記
は
伊
藤
氏
が
担
当
。
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今
西
祐
一
郎
、
上
田
英
代
、
村
上
征
勝
編
『
紫
式
部
日
記
語
彙
用
例
総
索
引
』
勉
誠
社
、

一
九
九
七
年

　
【
源
氏
物
語
】

　

柳
井
滋
、
室
伏
信
助
、
大
朝
雄
二
、
鈴
木
日
出
男
、
藤
井
貞
和
、
今
西
祐
一
郎
校
注
『
源
氏

物
語　

一
～
五
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
～
一
九
九
七
年

　

柳
井
滋
、
室
伏
信
助
、
鈴
木
日
出
男
、
藤
井
貞
和
、
今
西
祐
一
郎
編
『
源
氏
物
語
索
引
』（
新

日
本
古
典
文
学
大
系
別
巻
）
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年

　

※�

当
該
文
献
を
補
完
す
る
小
冊
子
「
源
氏
物
語
索
引　

追
補
一
覧
」
も
参
照
し
た
。

三
、
分
析
の
基
礎
デ
ー
タ
と
な
る
語
彙
表
の
作
成
、
お
よ
び
〈
表
１
〉
～
〈
表
６
〉
の
作
成
に

あ
た
り
、テ
キ
ス
ト
処
理
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
Ａ
Ｗ
Ｋ
を
活
用
し
た
。コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
処
理
能
力
の
向
上
に
よ
り
、
数
行
か
ら
数
十
行
の
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
数
千
行
の
大

量
デ
ー
タ
を
瞬
時
に
集
計
で
き
る
。

四
、
東
辻
他
（
二
〇
〇
三
）
に
よ
り
確
認
し
た
。

五
、『
竹
取
物
語
』
に
「
た
ち
つ
ら
ぬ
（
立
連
・
下
二
）」
が
一
例
あ
る
が
、「
立
ち
並
ぶ
」
と

い
う
意
味
で
あ
り
、「
つ
れ
た
つ
」
と
は
意
味
が
異
な
る
。

　
　
　

�

大
空
よ
り
、
人
、
雲
に
乗
り
て
降
り
来
て
、
地
よ
り
五
尺
ば
か
り
上
が
り
た
る
程
に
、

立
ち
つ
ら
ね
た
り
。（
岩
波
新
大
系
、
69
頁
）

六
、
た
だ
し
『
蜻
蛉
日
記
』
の
「
ひ
き
つ
る
」
一
例
お
よ
び
『
源
氏
物
語
』
の
「
ひ
き
つ
る
」

十
四
例
中
九
例
は
、
他
の
「
ひ
き
つ
る
」
と
は
異
な
り
他
動
詞
用
法
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で

は
検
討
対
象
か
ら
除
外
す
る
。

七
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
関
（
一
九
九
三
）
に
よ
る
。

八
、『
蜻
蛉
日
記
』
に
「
さ
し
い
だ
す
」
が
一
例
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
「
さ
し
」
は
「
棹
さ
す
」

の
意
味
な
の
で
、
本
稿
で
は
別
語
と
し
て
扱
う
。
各
作
品
に
見
ら
れ
る
他
動
詞
用
法
の
「
さ

し
い
づ
」
の
用
例
数
は
以
下
の
通
り
（
カ
ッ
コ
内
は
褥
の
類
を
差
し
出
す
用
例
数
）。

　
　
　

�『
蜻
蛉
日
記
』
７
例
、『
和
泉
式
部
日
記
』
７
例
（
１
）、『
紫
式
部
日
記
』
４
例
、『
源

氏
物
語
』
53
例
（
７
）、『
枕
草
子
』
20
例
（
５
）

九
、
関
（
一
九
七
七
）
第
二
章
第
一
節
「
複
合
動
詞
変
遷
上
の
一
問
題　
「
他
動
詞
―
出
づ
」

か
ら
「
他
動
詞
―
出
だ
す
」
へ
」。

十
、『
校
本
枕
冊
子　

総
索
引
第
Ⅰ
部
』
の
「
と
（
助
詞
）」
の
項
目
に
出
て
く
る
例
文
を
一
つ

ず
つ
確
認
し
て
抽
出
し
た
。

十
一
、
池
田
（
一
九
八
七
）
所
収
の
「
所
引
詩
歌
仏
典
」
の
項
目
を
一
つ
ず
つ
『
源
氏
物
語
』

本
文
と
突
き
合
わ
せ
て
抽
出
し
た
。

十
二
、「
う
ち
い
づ
」
に
つ
い
て
『
和
泉
式
部
日
記
』
の
一
例
は
用
法
⑶
、『
紫
式
部
日
記
』
の

一
例
は
用
法
⑴
で
あ
る
。『
蜻
蛉
日
記
』
に
は
「
う
ち
い
づ
」
の
用
例
が
な
い
。

（
引
用
・
参
考
文
献
）

・
池
田
亀
鑑
『
合
本 

源
氏
物
語
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
七
年

・
関
一
雄
著
『
国
語
複
合
動
詞
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
七
年

・
関
一
雄
著
『
平
安
時
代
和
文
語
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
三
年

・
西
端
幸
雄
、
木
村
雅
則
、
志
甫
由
紀
恵
編
『
平
安
日
記
文
学
総
合
語
彙
索
引
』
勉
誠
社
、

一
九
九
六
年

・
東
辻
保
和
、
岡
野
幸
夫
、
土
居
裕
美
子
、
橋
村
勝
明
編
『
平
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